
Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和3年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号）豊平区土木部維持管理課（851-1681）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

①昭和36年4月1日②昭和59年3月31日 延床面積

①月寒公園　　②吉田川公園 所在地
①豊平区美園10～12条7～8丁目、月寒
西2～3条4丁目
②豊平区月寒東3条19丁目

名称

月寒公園、吉田川公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関
する業務）

項　目 実施状況

①218,375㎡　　②56,508㎡

主要施設

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

①野球場、テニスコート、パークゴルフ場、ボート池　　②多目的広場、テニスコート、パークゴルフ
場

公募

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の指定管理者で維持管理しているため。

指定管理者
の自己評価

指定単位

施設数：2

複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有しない公園と有する公園をグ
ループ化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化(環境負荷の低減等)
の面から、比較的近接している公園をグループ化した。

名称

募集方法

公園維持管理業務、有料公園施設（野球場、テニスコート、パークゴルフ場、貸ボート）運営（利用
料金制度）

業務の範囲

月寒公園パークライフコンソーシアム[（公財）札幌市公園緑化協会（代表者）、（株）四宮造園]

平成31年（令和元年）4月1日～令和6年3月31日

所管局の評価

施設数：2

▼月寒公園及び吉田川公園の管理運営に係る基本
方針を、以下の通り策定した。
①平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉増
進の場としての利用効果を高める。
②関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声の
反映に努め、開かれた管理運営による、安全で安
心、快適な利用環境を提供する。
③資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な管
理運営による経費削減を図り、安定した質の高い
サービスを提供する。
④コミュニティ活動の拠点の一つと位置付け、市民
や関係諸機関との連携を強化し、資源の積極的な活
用を図り、集いの場としての魅力を高める。
⑤都市における多様な環境圧の下、みどりの保全と
環境負荷の低減を目指す。

公園の設置目的に
沿って策定した基本
方針に則り、コン
ソーシアム間の連
携を図りながら遂行
できた。
月寒公園市民協議
会を始めとする市
民団体や、大学、警
察等関連機関と連
携し、多様な事業に
取り組み、コミュニ
ティ活動の拠点とし
ての機能を果たす
ことができた。

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

基本方針に則り、
業務が遂行されて
いると思われる。
引き続き方針に
則った管理運営に
励んでもらいた
い。
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緑化協会、四宮造
園共に研修を実施
し、環境配慮の意
識を共有することが
できた。
薪ストーブの燃料に
伐採木を活用する
ことで、植物系廃棄
物の削減と電気使
用量の節減につな
がっている。

▼スケートボードによる夜間騒音や迷惑行為の対策
として、園路灯の夜間消灯や、豊平警察署と定期的
な夜間パトロールを実施した。
▼冬季間は駐車スペースが大幅に減少するが、雪
あそびの利用者は増加しており、休日は駐車場待ち
の車で周辺道路が混雑したため、休日に交通誘導
員を配置した。
▼ロング滑り台の事故を防止するため、法令点検や
自主点検に加え、専門業者による点検とボルトの増
し締め作業を行った。
▼近隣幼稚園やボランティアと連携して、たねだんご
を用いた一年草の植栽に取り組んだ。

▼「年齢や障がい、性別、主義・主張、思想・信条、
民族や言語、社会的地位や身分の違い、その他不
当な理由によって公園の平等利用が妨げられること
のないよう、全スタッフに対する教育を徹底した。全
職員対象の接遇研修、コンソーシアム合同で未受講
者対象のバリアフリー講習の実施を推進した。
▼パークライフセンターで車椅子とベビーカーの無料
貸し出しを行った。
▼パークライフセンターは、授乳室の利用頻度が高
いことから、空室サインの掲示を設置し、安心して利
用できるように努めた。
▼公園ホームページは、4か国語対応で公開してい
る。（日本語・英語・韓国語・繁体字・簡体字）
▼新型コロナウイルス感染拡大防止対策による施設
閉鎖の際は、迅速に情報発信と園内での周知を行
い、混乱防止に努めた。

方針に沿って、適正
に実施することがで
きた。
アンケートの接遇満
足度が93%と高く、
研修の成果が表れ
ている。

▼緑化協会は北海道環境マネジメントシステム、四
宮造園はISO14001を運用し、目的・目標の達成に向
けて取り組んだ。全スタッフを対象に研修を実施する
とともに、電気使用量の削減等の環境目標につい
て、毎月の測定結果を掲示し、情報共有を図った。
▼環境への負荷を軽減するため、パークライフセン
ターに設置された薪ストーブを有効活用した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼業務分担、指揮命令系統、連絡系統等を定め、円
滑な管理運営を行った。
▼コンソーシアムの連絡会議を毎週定例で実施し、
情報共有と円滑な管理運営に努めた。
▼公園作業や市民協働の経験と実績があるスタッフ
を、継続して雇用し、管理運営を行った。
▼研修計画に基づき、コンソーシアム合同の防災訓
練、個人情報保護講習、普通救命講習等を計画通り
実施した。

コンソーシアム間で
日常的に情報共有
がなされており、管
理運営を円滑に進
められている。

スケートボードや駐
車場等公園に関わ
る問題や課題を抽
出し、関連機関と連
携を図りながら、対
策を講じることがで
きた。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

今後も適切な対応
や工夫を行い、多
種多様な公園利
用に対応してもら
いたい。

引き続き高い意識
をもって取り組ん
でほしい。

連携強化の方法
を常に模索し、更
なる強化を目指し
てほしい。

多様な問題に対し
て適切に対処して
いる。引き続き取
り組んでもらいた
い。
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▼以下の業務について適正に委託先を決定し、公園
内での適切な業務履行について確認した。
・月寒公園機械警備業務
・自動ドア保守管理業務
・パークライフセンター清掃業務
・駐車場交通誘導警備業務
・門扉開閉等業務
・消防設備等保守点検
・遊具等保守点検業務
・月寒公園永遠の像およびベンチ等清掃業務
・園内緑地管理
・空調設備メンテナンス業務
・自家用電気工作物保安管理業務
・一般事業系廃棄物処理
・カン・ビン等処理業務
・産業廃棄物処理業務
・トイレ清掃、維持管理業務

第三者への委託に
ついては、履行状
況の確認・指導を行
い、適正な業務遂
行を確認した。

第１回
令和4年3月
18日

１　管理業務の実施状況
２　管理運営上の問題点、改善提案、
協議を希望する事項等
３　利用者の声（苦情、要望、アンケー
ト等の集計・分析結果）及び対応状況
４　自主事業の実施状況

適切と思われる。

開催回 協議・報告内容

令和４年
3月4日

１　月寒公園ファンクラブ各団体の活
動報告
２　指定管理者よりキツネの生態調査
とエキノコックス対策について
３　豊平区土木部よりスケートボード
の利用について

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

＜協議会メンバー＞

札幌市（豊平区土木部）：公園維持係長、担当職員
指定管理者：（緑化協会）事業1課長、マネージャー、
サブマネージャー、（四宮造園）常務、サブマネー
ジャー

▼札幌市、指定管理者、市民協議会による月寒公園
意見交換会

シバザクラエリアの
管理について、キツ
ネやスケートボード
の対策など、月寒
公園の課題を共有
し、議論することが
できた。

維持管理や施設管
理について、札幌市
と課題を共有し、今
後の方向性を協議
することができた。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

適切と思われる。

課題について情
報共有を行うこと
ができた。
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▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　要望・苦情対応

▼資金管理については、指定管理業務や自主事業
等、公園ごとに区分している。札幌市監査事務局に
よる監査が行われたが、内部監査や経理事務担当
者の随時確認により、指摘事項はなかった。
▼当協会の規定に基づき、現金や金券類、預金通
帳等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施
しているほか、公認会計士2名による外部監査を導
入している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取組
みを行っている。

札幌市の検査・監
査には適切に対応
できた。

不正行為や事故発
生の未然防止のた
め、複数名による現
金等の確認を徹底
した。

不正経理等はなく
問題はない。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼令和3年度は、スケートボードに関する意見が22
件挙げられた。豊平警察署にも夜間を中心に多くの
通報があったことから、情報を共有し、定期的に合同
で夜間パトロールを実施した。令和2年度に多かった
キツネの要望・苦情については、今年度1件のみとと
大幅に減少した。
令和3年度の要望・苦情件数（要望・苦情：月寒公園
42件、吉田川公園4件）

スケートボードにつ
いては、注意を続け
ているが、根本的な
解決は難しい。キツ
ネの要望が減った
ことは、北海道大学
とのキツネ対策が
利用者の理解を得
られていると捉えて
いる。

▼記録・報告等を計画通りに適切に実施した。
▼自己評価を月単位で行い、業務の改善、利用者
の増加に努めた。
▼アンケート調査を実施し、管理運営の参考としてい
る。
▼要望、意見については、公園管理運営等に役立て
るため、情報の共有を行っている。
▼札幌市の業務等検査にも適切に対応した。

記録・モニタリング・
報告・評価を適正に
実施することができ
た。アンケートにお
いては、接遇満足
度、公園の総合満
足度共に、目標を
達成することができ
た。

適切と思われる。

適切と思われる。

課題によっては短
期での解決が難し
いものもあるが、
今後もアイデアを
出し合い継続して
課題の解決に取り
組んでほしい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼　スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金
法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康
保険法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約
法、男女雇用機会均等法、次世代育成支援対策推
進法、女性活躍推進法、育児休業・介護休業等に関
する法律、労働保険の保険料の徴収等に関する法
律、その他関連する法令等に基づき、主として以下
のような届出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金889円（令
和3年10月1日発効）以上の時給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及
び深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上
の割増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基
準監督署に適切に届け出た。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基
準法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあ
たり、書面による労使協定（36協定）により必要な定
めをし、札幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満た
すスタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道
労働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保
険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を
行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実
施した。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届
け出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生
した者に対して周知し、希望の申し込みを随時受け
付けた。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業
主行動計画を公開・周知した。
　・女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」に
おいて、女性の活躍推進に関する状況等が優良な
団体として「認定段階3」を受けたことを周知した。
　・安全衛生委員会を設置し、毎月1回、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の為、各公園の担当課長が
リモートワーク等により出席して委員会を開催し、職
場の安全確保及び健康障害の防止に係る議題につ
いて検討し、その結果を各公園・施設のマネー
ジャーを通してスタッフに周知して、健全な職場環境
の実現に努めた。
　・維持管理作業従事者を対象に、作業における安
全確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。
　・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休
業等の取得奨励、職場内コミュニケーションの活性
化、有給休暇取得の奨励、ノー残業デーの設定など
の取組みを行った。
　・公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関
する内部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の
継続雇用など、雇用環境の整備により、市民サービ

指定管理施設の現
場と本部事務局と
の連絡調整を密に
するとともに、関係
機関への必要な届
出を迅速かつ確実
に行うなど、労働関
係法令を遵守し、す
べての関係手続き
について適切に対
応できた。
　当団体での労働
災害発生ゼロを目
指して、毎朝のKY
活動、ヒヤリハット
事例の共有、安全
大会の開催（新型コ
ロナウイルス感染
拡大防止の為、各
公園単位で開催）、
安全講習の実施等
に取り組んだ。事故
が発
生した際には、安全
　衛生委員会にお
いて、原因検証と再
発防止の検討を実
施した。
　安全な職場環境
の実現と、スタッフ
の雇用環境の向上
を進めるなかで、市
民サービスの向上
につなげることがで
きた。

▼正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職
員から希望者を募り、内部登用試験を実施した結
果、非正規職員1名を正規職員に転換した。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

▼　事故の有無等　0件

適切と思われる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

利用の状況を鑑み
ながら、安心安全に
公園を利用していた
だくために、適正に
施設・設備・緑地の
維持管理作業を進
めることができた。
アンケートにおいて
も、65%の方が遊具
を利用していること
から、安心安全に遊
具を利用できるよう
に努めた。

ボランティアと連携
し、地域に根差した
公園管理を遂行す
ることができてい
る。
施設の老朽化が著
しいが、定期的な点
検と修繕を継続して
いる。

▼作業時の利用者安全については､セーフティコー
ンや作業表示看板による周知及び注意喚起を行っ
た。
▼利用者の安全確保については､ハザードマップの
作成、安全管理体制の確立、日常巡回時のスズメバ
チやカラス巣の確認、危険木の確認・除去に努め
た。
▼事故等の発生時に対応するため、緊急連絡体制
の確保と、コンソーシアム合同で消防訓練を実施し
た。
▼拾得物の取扱いについては、当協会の規定に
沿って対応し、迅速に対応できるよう台帳を作成し、
利用者のサービスに努めた。
▼損害賠償責任保険は要求水準に適合したものに
加入した。

利用者が多い月寒
公園では作業区域
の明示を徹底し、利
用者の安全の確保
に努めた。またコン
ソーシアム間の情
報共有の徹底は、
維持管理の質の向
上に繋がっている。

[月寒公園]

▼月寒公園は、遊具の利用が多いことから、専門業
者による年2回の点検の他、月1回の自主点検を行
い、適宜修繕を行った。雨の日にスピートが出やす
いロング滑り台については、降雨後の安全確認とす
べり面のふき取りを行った。またボルトの緩みを防止
するため、専門業者による点検と増し締め作業を
行った。
▼駐車場混雑緩和のために誘導員を配置し、路上
駐車が多い場所には、注意看板等を設置した。
▼緑地管理では、樹木整枝を維持管理の重点項目
として、危険木の伐採や道路沿いの枝払い等計画以
上に作業を行い、樹林環境の改善を図った。
▼就労支援施設による石碑やベンチの清掃を定期
的に行った。
▼老朽化した枕木の園路や土留め用の焼き丸太
は、適宜交換している。

[吉田川公園]
▼パークゴルフ場および多目的広場については、ボ
ランティアと協働で、維持管理作業に取り組んだ。
▼近隣町内会の要望を受けて、道路への越境枝の
剪定作業を行った。
▼基礎が腐朽した外柵については、キケンテープを
張り、注意喚起した。
▼園内トイレの軒が一部落下したことから、老朽化に
より腐食した軒の鉄板や木材を撤去し、安全を確保
した。
▼例年以上の大雪に見舞われたことから、老朽化し
た四阿や藤棚の雪下ろし作業を行った。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

今後もスタッフ間
の情報共有を強
化し利用者に安心
安全な環境を提
供してほしい。

今後も利用者に
安心安全な環境
を提供してほし
い。

今後も利用者に
安心安全な環境
を提供していただ
きい。
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▽公園利用に関する相談業務

▽　自然環境に関する学習機会の提供業務

▽　野生動物に関する情報収集及び提供業務

▽　市民の自主活動及び交流の支援業務

▼防災計画を策定するとともに、7月にコンソーシア
ム合同の防災訓練を実施した。
▼高台駐車場に設置されたマンホールトイレは、ス
タッフが点検清掃すると共に、利用方法等を学ぶス
タッフ研修を行い、緊急時に備えた。
▼新型コロナウイルス感染症拡大予防対策を実施し
た。

コンソーシアム合同
の消防訓練や、災
害時に使用するマ
ンホールトイレの研
修等を計画通り実
施し、緊急時の体
制を整えることがで
きた。

▼パークライフセンター内に、野鳥や植物に関する
展示を作製し、リアルタイムの自然情報を提供してい
る。
▼10月2日に「野の花を植えよう」を開催し、参加者
13名と山野草の苗を園内に植栽した。
▼「カラス」「キツネ」「外来種」「どんぐり」など、自然
環境に関するセルフガイドを作成し、月寒公園内で
無料配布している。

▽　防災

（4）事業の計
画・実施業務

▼北海道大学と協働で、野生動物の自動撮影カメラ
を用いたキツネの生態調査を実施している。また、キ
ツネの糞を採取し、エキノコックスの感染率調査を実
施した。
▼10月3日に開催した「月寒公園ピクニック」や3月29
日に開催した「パークライフカフェキタキツネ」におい
て、キツネの生態やエキノコックスについての情報を
提供した。

▼月寒公園市民協議会と共催で開催した「月寒公園
ピクニック」は1,403人、「あそンドル」は463人の参加
があった。▼月寒公園ボランティア会が講師となり、
近隣幼稚園の園児にたねだんごを指導するイベント
を企画した。

自然環境への関心
を高めるために、展
示やイベント、配布
物など様々な媒体
を活用し取り組むこ
とができている。

キツネ対策に力を
入れ、北海道大学
と連携して調査と普
及啓発の両軸に取
り組むことで、利用
者の理解を得られ
ていると捉えてい
る。

いざという時に迅
速に対応できるよ
う引き続き訓練に
努めてほしい。ま
た、新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止のための
取り組みも引き続
きお願いする。

今後も多様な観点
から自然環境へ
の関心を高める努
力をしていただき
たい。

キツネに対する啓
発活動を評価した
い。現地掲示や
HPなどでキツネだ
けでなく月寒公園
での様々な活動
について情報発
信を積極的に行っ
てほしい。

今後も積極的に
市民協働の取り
組みを行ってほし
い。

引き続き市民から
のニーズの中で
活かせるものがあ
れば工夫して活か
していってほしい。

市民協議会やボラ
ンティアと良好な関
係を築き、近隣施設
と連携しながら、多
様な公園活動を推
進している。

▼多目的広場をはじめとする、月寒公園の様々な公
園利用に関する問い合わせに対応し、団体利用が
重複する場合は利用調整を行った。
▼公園利用のアンケートを積極的に聴取し、管理運
営に反映させた。また、パークライフセンター内の壁
面に、子ども向けの参加型の展示を作成し、子ども
の声を聴取した。

アンケートは、様々
な形態で、多世代
の意見を聴取し、利
用者サービスに活
かすことができてい
る。
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[月寒公園]

[吉田川公園]

- 9,206

その他 36 - 41

公園利用届　　　　　　（人） R２年度実績 Ｒ３年度計画 Ｒ３年度実績

一般団体 3,020 - 2,780

2,492

Ｒ３年度実績

-人数(人）

▽　利用件数等

稼働率(％)

377

学校行事 7,805

庭球場

1,450 -

6,448

16.7

- 2,448

件数(件)

学校行事

364

人数(人）

1,119

公園利用届　　　　　　（人） R２年度実績 Ｒ３年度計画 Ｒ３年度実績

一般団体 359 -

稼働率(％)

- 4,407

1,618 - 1,378

- 3,426

- 434

7,688

4,681 - 3,360

 有料施設 R２年度実績 Ｒ３年度計画 Ｒ３年度実績

庭球場

件数(件) 445

人数(人）

件数(件)

野球場

21.0稼働率(％) - 15.5

-

R２年度実績 Ｒ３年度計画

（5）施設利用
に関する業
務

新型コロナウィルス
感染拡大防止のた
め、有料施設の利
用休止が続いたこ
とから、利用件数は
昨年度以上に減少
した。特に、高齢者
が多いパークゴルフ
場や、団体競技で
ある野球場の利用
者減少が著しい。
テニスコートと野球
場については、利用
者からの要望に答
えて、利用期間を延
長してサービス向上
に努めた。

利用者数減少が著
しいパークゴルフ場
については、ホール
インワンやスタンプ
カードなど、リピー
ターを増やす取組を
積極的に行った。

- 12.0

▼[月寒公園野球場] 減免7件、還付35件
▼[月寒公園テニスコート] 減免0件、還付82件
▼[月寒公園パークゴルフ場] 減免506件
▼[吉田川公園テニスコート] 減免25件、還付59件

[テニスコート・野球場・パークゴルフ場]
▼スポーツの日は利用料金を無料とした。
[パークゴルフ場]
▼ホールインワン達成者に記念バッジを提供し、希
望者には場内に達成者名を掲示した。
▼こどもの日は子どもを無料に、敬老の日は65歳以
上を無料にした。
▼利用者への還元として、スタンプカードを発行し
た。

パーク
ゴルフ

人数(人）

現在は新型コロナ
ウイルス感染症拡
大防止による利用
停止期間も多くあ
るが、今後も利用
者の利便性の
ニーズに応え満足
度を高め各施設
の稼働率向上に
つなげていただき
たい。

544

8,55112,442

▽　減免等

33.952.0

▽　利用促進の取組

貸ボート 隻数(隻）
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▼売店の営業・自動販売機の設置・テニスラケット・パークゴルフ
クラブ等のレンタル・移動販売車営業
　売上高5,151千円（計画2,370千円）

▼ノルディックウォーク体験会、パークヨガ、パークゴルフ大会な
どのイベント事業
　売上高61千円（計画100千円）

▼巡回・清掃・貸ボートの業務において、障がい者を雇用した。
▼パークライフセンターの清掃業務で、札幌市立みなみの杜高
等支援学校2年生の生徒をアルバイトとして雇用した。
▼札幌市立みなみの杜高等支援学校の実習を、年間で14日
間、のべ20名、巡回・清掃等で受け入れた。
▼機械警備、駐車場門扉開閉、遊器具点検、パークライフセン
ター館内清掃等の第三者委託業務は市内企業に発注した。
▼公園清掃業務として、園内にある永遠の像とベンチの清掃業
務を、札幌市内の福祉施設に委託した。
▼売店で豊平区内の福祉施設のクッキー等を販売した。
▼園内で利用できる車いすの無料貸出を行った。

札幌市立みなみの
杜高等支援学校の
実習を積極的に受
け入れたことが、障
がい者雇用につな
がった。今後も福祉
施策に積極的に取
り組みたい。

移動販売車を積極
的に誘致し、そりや
雪あそびグッズなど
のレンタル品を充実
させたことで、売上
は計画を大きく上回
ることができた。

公式ホームページ
は、リアルタイムで
情報提供ができる
ツールとして、有効
活用できた。閲覧数
も毎年増加してお
り、アンケートにお
いても、約20%の方
がホームページか
ら情報を得ていると
回答している。
メールフォームに
は、質問の他、要望
や意見が寄せられ
たが、迅速に対応
し、安心して来園で
きるよう取り組ん
だ。

前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はない。

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽　広報業務（6）付随業務

▼　新型コロナウイルス感染防止対策に関する公園
施設の対応を、迅速かつ正確に利用者へ伝えること
を目的として広報を行い、施設閉鎖情報や感染防止
対策の発信、利用者の感染防止を考慮した取り組み
に努めた。
▼インターネットを効果的に活用し、リアルタイムな
情報発信に努めた。
・公式ホームページ
　アクセス数は119,823件となり、前年度比約112.4％
の閲覧数となった。
・メールフォームの活用
　公式ホームページ内のメールフォームから来る問
合せに即時に対応した。
▼公園ホームページについてのウェブアクセシビリ
ティ研修を担当職員対象に実施した。また取組確
認・評価表を、令和4年3月28日に公開した。
▼月寒公園ニュースレターを年4回発行し、公園内で
配布すると共に、近隣町内会で回覧した。

今後もHP等で月
寒公園のことや、
日々の様々な取り
組みについて情
報発信してほし
い。

適切と思われる。
今後も、利用者の
ニーズを意識した
事業を展開してほ
しい。

適切と思われる。
今後も市内企業
等の活用、福祉施
策への配慮をお
願いしたい。

9



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

4月1日～3月31日に、月寒公園パークライフセンター
来館者や有料施設利用者、イベント参加者、計113
名にアンケートを実施した。
▼総合的な満足度は、札幌市要求水準70％、指定
管理者目標値75％に対し、93％と大幅に上回った。
▼接遇に関する満足度は要求水準80％、指定管理
者目標値85％に対し、93％と大幅に上回った。

【意見(称賛）】
・幼児から若者、お年寄りまで多世代にわたって楽し
みリピートできる公園になった。
・ボートを利用した際、職員の方がとても明るくて感じ
が良かった。
・雨でしたが、普段は雨だと家にいるだけのところ散
歩ができてなんだか贅沢でした。雨天決行で良かっ
た。（幼児向けイベント「月さむぽ」参加者）
・屋外で音楽が聴けてとても開放的な気分を味わえ
ました。とても良い休日になりました。（月寒公園ピク
ニック参加者）
・エキノコックス、都市ギツネについてとてもわかりや
すいイベントでした。研究者と公園の管理、利用者の
方々と良い関係ができていると思いました。（パーク
ライフカフェキタキツネ参加者）

【意見(要望）】
ボート池の周りの雑草を刈り込んでほしい。
【対応】
カモの子育時期に草刈を見合わせていたが、子育て
時期以降に草刈を実施した。

【意見（要望）】
公園の駐車場を利用して、地下鉄方面に向かう者が
何人もいる。
【対応】
長時間駐車している車両を確認し、公園利用者以外
の車両への警告文の掲示に取り組んだ。

【意見（要望）】
（特に五輪以降）スケボーが多く、危ない。
【対応】
日常的な注意喚起に加え、警察と定期的に、夜間パ
トロールを実施した。

【意見（要望）】
もう少しお花を植えてほしい。水のあそび場にキツネ
が夜いるので心配です。

【対応】
近隣幼稚園やボランティアと、一年草の植栽に取り
組んだ。キツネについては、北海道大学と連携して、
生態調査とエキノコックス駆虫薬入りベイト散布を実
施している。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

利用者の意見・要
望・苦情は真摯に
聞き取り、安心安全
な公園利用の確保
に努めた。
アンケート結果は、
総合満足度、接遇
満足度共に、札幌
市の要求水準及び
指定管理者目標値
を大幅に上回る結
果となった。前年度
より継続して、高評
価を得られているこ
とを評価したい。

満足度について
市の要求水準を
上回る取り組みを
行っていることは
評価できる。
引き続き高水準を
継続できるよう取
り組んでほしい。

結果概
要
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▼　指定管理費収入は「札幌市都市公園の維持管理に関する
協定における新型コロナウイルス感染症拡大に関する確認書」
による収入補填があり3,827千円の増となった。
▼　利用料金収入は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、5月3日から7月11日、8月30日から9月30日の期間に有料施
設を閉鎖したこと、その後もコロナ禍の影響により施設利用が低
調となったため、計画より5,310千円の減となった。
▼　自主事業収入は、売店の商品充実や自動販売機の売り上
げが好調だったため、計画より4,319千円の増となった。
▼　指定管理業務支出は、臨時休館による光熱水費の節減等
により、計画より1,639千円の減となった。
▼　自主事業支出は、収入増加に伴う商品仕入費等の支出の
増加があり、計画より2,919千円の増となった。
▼　利益還元については、公益法人の特質上、収益の約半分を
繰り入れている。

新型コロナウィルス
感染拡大防止のた
め、パークライフセ
ンターが臨時休館と
なったが、利用料金
の補填及び自主事
業収入の確保によ
り、トータル収入に
おける影響は少な
かった。
グリーンシーズンに
おいて、ニュースレ
ター等でパークライ
フセンターを広報
し、利用者増を図っ
たことにより、自主
事業である売店収
入や自動販売機収
入の増収につなげ
た。
継続して、新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止対応に努
め、アンケート等に
よる利用者ニーズ
の分析を図り、営業
努力を重ねたい。

389

純利益 0 1,669 1,669

▽　説明

294

208 208その他 0

自主事業支出 1,644 4,563 2,919

収入-支出 294 2,058 1,764

自主事業収入 2,470 6,789 4,319

指定管理業務支出 79,761 78,122 ▲ 1,639

支出 81,405 82,685 1,280

項目

95

利益還元 0 0 0

法人税等

４　収支状況

69,184 73,011 3,827

利用料金 10,045 4,735 ▲ 5,310

指定管理費

3,044

指定管理業務収入 79,229 77,954 ▲ 1,275

収入 81,699 84,743

▽　収支

Ｒ３年度計画 Ｒ３年度決算 差（決算-計画）

（千円）

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
対策が必要な中
で、できることを行
い引き続き営業努
力を惜しまず利用
料金の増収につ
いても検討し努力
してほしい。
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▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼当コンソーシアムの代表団体である札幌市公園緑化協会の財
務状況等は、令和3年度、赤字決算になる見込みはなく、運営安
定化積立資産の留保金もあるため、安定経営能力に問題はな
い。また、他の構成企業についても、前年度から大きな変化はな
く、安定経営能力に問題はない。

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼情報公開請求はなかった。
▼当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかった。
▼公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資金
源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示し
た。
▼物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関係
事業者を相手方としないよう徹底した。
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Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

[月寒公園]
▼芝の生育状況を確認し、パークゴルフ場や野球場に
ついては、刈込や除草により雑草の抑制に努める。ま
た、育成の悪い箇所は施肥・張芝等で回復を図る。
▼、北海道大学と連携しながら、野生動物との関わり方
について、普及啓発を推進する。キツネを切り口として、
餌付けや外来種の問題について、も積極的に情報発信
を進める。
▼スケートボードについては、禁止看板の増設や注意を
継続し、関連機関と連携しながら対策を継続する。
▼冬季は雪あそびの利用者が増加しており、駐車ス
ペースの確保が課題であることから、札幌市や除雪セン
ターと協議し、利用にあった駐車スペースの確保に努め
る。
▼市民協議会や地域団体と引き続き連携し、市民活動
の場として、大いに活用されるよう 支援する。また、イベ
ントのみならず、公園の管理運営にも連携して取り組む
ことを目指す。
▼ホームページや配布物を活用し、パークゴルフ場や貸
ボートをPRすることで、有料施設の利用促進を図る。

[吉田川公園]
▼維持管理作業は、計画通り順調に作業を進めること
ができた。近隣町内会より要望を受けて、昨年に引き続
き、道路沿いの樹木の剪定作業を、大規模に実施した。
▼パークゴルフ場や多目的広場は、ボランティアと良好
な関係を築き、協働で維持管理を行った。

[吉田川公園]
▼園内施設の老朽化が進んでいることから、巡視点検
により危険箇所を早期発見し、来園者の安全確保に努
める。特に冬季間は、四阿や藤棚の雪下ろしを適切に行
い、施設の破損を防止する。
▼ボランティアと協働で管理する施設については、今後
も継続的にサポートし、地域に根差した施設運営を進め
る。

[月寒公園]
▼高所作業車を使った樹木整枝や枯枝切除を計画以上
に実施し、利用者の安全を確保した。
▼利用者が多い大型遊具やロング滑り台は定期的に点
検し、異常箇所の早期発見、早期対応に努めた。またロ
ング滑り台についてはボルトの点検や締め直しを行い、
事故防止に努めた。
▼北海道大学と連携したキツネ対策を継続すると共に、
動画や講演会、観察会など多様な普及啓発活動を積極
的に行うことで、公園のキツネ対策が利用者や地域住
民の理解を得られていると捉えている。
▼令和3年度に月寒公園に寄せられた苦情要望42件の
うち、22件がスケートボードに対する意見であった。注意
を続けても解決は難しく対応に苦慮しているが、豊平警
察署と連携して、夜間の合同パトロールを実施し、ルー
ルやマナーの周知に取り組むことができた。
▼プレーパークや花壇管理など、ボランティア活動の支
援を推進した。「月寒公園ボランティア会」は、近隣幼稚
園との連携した緑化活動など、活動の幅を広げている。
▼月寒公園市民協議会をはじめとする、市民団体や地
域住民と協働で、「月寒公園ピクニック」や「あそンド
ル」、プレーパーク等多様な自主事業を展開することが
できた。
▼アンケートの公園満足度や接遇満足度が、高い数値
を維持できており、スタッフ教育の徹底がアンケート結果
にも、現れている。
▼巡回・清掃における障がい者雇用や、高等支援学校
の実習受け入れ等を推進し、福祉施策に積極的に取り
組んだ。

高い公園満足度を維持していることを評価したい。また、
キツネの調査・普及活動、新型コロナウイルスに応じた
施設の利用時間延長など、月寒公園での様々の取組の
推進と情報発信を益々発展させてほしい。

上記の所管局評価を参照してください。
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